
1 

 

 

会 議 録 

 

１　会議の名称　 

令和６年度第１回茨城県央地域ウエルネス推進協議会 

 

２　開催日時 

令和６年８月１日（木）　午後２時から午後２時 45 分まで 

 

３　開催場所 

水戸市役所４階　政策会議室 

 

４　出席した者の氏名 

(1) 委員 

上地勝，村井文江，金澤秀房，青木かを里，多田厚史，島川清，飛田和明，黒澤春美，稲川

敏夫，髙林修，大川きみ子，萩谷登喜子，佐藤栄子 

(2) 事務局（水戸市） 

小川佐栄子，堀江博之，高安克子，春日剛，昆節夫，西山拓海 

(3) 関係市町村 

（笠間市）渡部鉄平，（ひたちなか市）西野貴弘，佐藤由季，（那珂市）玉川祐美子，飛田

健，（小美玉市）太田由美江，塩沢寿美子，（茨城町）大信雅一，綿引勇太，（大洗町）本

城正幸，（城里町）木村和恵，（東海村）佐藤重雄 

 

５　会議資料の名称 

・　次第 

・　委員名簿 

・　資料１－１　株式会社WELL BE INDUSTRYと連携した社会実験について 

・　資料１－２　株式会社WELL BE INDUSTRYと連携した社会実験の周知に関する調査結果 

・　資料２　　　スポーツ・健康フェスティバルにおける社会実験について 

・　参考資料１　株式会社WELL BE INDUSTRY会社概要（ガバメントピッチ時提供資料） 

・　参考資料２　株式会社 WELL BE INDUSTRY プレス案 
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６　発言の内容 

 

【事 務 局】　それでは，定刻となりましたので，ただいまから，令和６年度第１回茨城県央地

域ウエルネス推進協議会を開催いたします。 

本日は，御多用の折にもかかわらず，御出席いただきまして，誠にありがとうご

ざいます。本日は，委員 18 名のうち，13名が出席しております。　　委員，　　委

員，　　委員，　　　委員は，所用のため欠席との連絡を受けておりますので，御

報告いたします。 

続きまして，委員３名に変更がございましたので，御紹介させていただきます。

本日，所用により欠席となっておりますが，　　　　　　　　　　　　　　，　　

　　の　　　　　様でございます。まだ見えていませんが，　　　　　　，　　の

　　　　様でございます。続いて，　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　の

　　　　様でございます。 

それでは，これより議事に移らせていただきます。議事進行は，　　会長にお願

いしたいと存じます。　　会長，よろしくお願いいたします。 

【会 長】　皆さんこんにちは。暑い中お集まりいただきありがとうございます。 

議事に先立ちまして，本日の会議録署名人につきましては，　　委員，　　委員

にお願いいたします。 

それでは早速，議事に入ります。議題(1)，令和６年度社会実験について，ア，株

式会社 WELL BE INDUSTRY と連携した社会実験について，事務局から説明をお願

いいたします。 

【事 務 局】　事務局でございます。それでは，資料１－１と１－２に沿いまして，議題(1)のア，

株式会社 WELL BE INDUSTRY と連携した社会実験について，御説明いたします。 

まず，１の連携企業に関するこれまでの経緯でございますが，令和５年の 12 月に

オンラインで開催されましたガバメントピッチにおいて，圏域の健康課題を発表い

たしまして，今年度に共に社会実験を行う企業を募集いたしました。 

その結果，提案のあった 15 の企業について，昨年度末の令和５年度第２回協議会

においてお示ししたところでございます。そこから，令和５年度末に提案のあった

企業のうち，事務局の水戸市のほうで５社と面談を行いまして，そのうち，ＬＩＮ

Ｅというツールで手軽で取り組めることができて，働き盛り世代の方にも参画しや

すいという理由から，株式会社 WELL BE INDUSTRY と連携することといたしまし

た。今年度に入りましてから，このウェルビー社と協議を行ってきまして，今年度

の社会実験の内容について協議を進めて現在に至るというところになります。 

続きまして，ウェルビー社についての説明になります。(1)の会社概要といたしま

しては，「健康を考えるきっかけの提供」を目指すヘルステックカンパニーという

ことで，2021 年の９月に設立された新しい会社になります。詳細については，参考

資料１を後程お目通しいただければと思います。 

(2)「WELL BE CHECK」についてになります。こちらのウェルビーチェックとい

うものですが，ウェルビー社が提供しているＬＩＮＥ上のアプリになります。これ

は，50の質問に回答いたしますと，自身の心身の未病状態を数値化して，ＡＩに健

康相談もできるというものになっております。チェックを行う当人にとっては，自
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身の未病状態を自覚してもらうことで，健康行動変容のきっかけづくりとなってい

きます。情報を集めて管理する我々にとっては，参加者の行動変容ステージの分布

や健康課題の分析データというものを得ることが期待できます。 

この説明ですと少しイメージがしづらいので，２～３ページ目を御覧ください。

スライドを抜粋して載せているものになりますが，まず２ページ目の上段です。こ

ちらはウェルビーチェックのイメージですが，このようにＬＩＮＥを開いて，友達

登録をするような形でウェルビーチェックを登録いたしまして，会話をするような

方式で 50問の質問に対して回答をしていくというイメージです。２ページ目の下段

を御覧いただきますと，50問チェックをすると，スコアが出てきて，その結果次第

でＡＩに相談ということもできます。ＬＩＮＥなので，新規に無理やり何かメール

アドレスを入れなければいけないとか，住所を入れなければいけないとか，そうい

った登録は特に無く，チェック料金も無料となってございます。３ページ目の上段，

50 問のチェックを行った上でスコアが出るというお話をさせていただきましたが，

それがいくつかのカテゴリごとに細かく出るようなイメージです。トータルのスコ

アだけではなく，栄養や睡眠といったジャンルで分けたスコアも出ます。また，必

要なビタミンといったものも別に表示されますが，例えばビタミンＡとは何か，ビ

タミンＢとは何か，何を摂取すればいいのかという情報も，ＬＩＮＥ上でコメント

というか，チャットを入れますと，それに対して，ビタミンＡとは何か，どういう

ものを摂ればよいかというところまで教えてくれるというものになっております。

３ページ目の下段は，ウェルビーチェックの特徴というところになっています。 

４ページ目に移りまして，３，ウェルビー社と連携した社会実験についてという

ことで，今年度に行う社会実験の内容についてになります。こちらは，ウェルビー

社と現在協議を続けているところで，細かいところに関しては，もしかしたら今後

変更する可能性がありますことを御承知おきください。 

(1)の概要ですが，令和６年度にウェルビー社と行う社会実験を，「茨城県央＃ 

FeelHealth プロジェクト」と題して，社会実験として行いまして，圏域住民に先ほ

どのウェルビーチェックを利用してもらい，そこで得られるデータから，圏域が抱

える健康課題等を分析して，次なる働きかけにつなげていくというものになります。

目的としては，ＬＩＮＥというツールを利用して健康づくりの取組を行った際の住

民の反応や参加率といったものを確認して，ＩＣＴを活用した健康づくりのそもそ

もの有効性について把握するということが１つ目でございます。 

２つ目に，このウェルビーチェックを活用しまして，現時点の圏域住民の方々の

行動変容ステージの分布を確認して，見える化させるといった目的がございます。 

３つ目は，上記の分析から，圏域が抱える健康課題等を分析して，特に今回のテ

ーマとして働き盛りの方々へというところがありますので，30 歳代から 50 歳代と

いうところが特にターゲットとしてありますが，こちらの方々の行動変容に向けて，

今後どのような施策を行うべきか，検討を行えるように検討材料としたいというと

ころがあります。 

下に四角で囲んでおります行動変容ステージについて補足させていただきます。

人が行動や生活習慣を変えるに当たりまして，行動を変えようとはあまり思ってい

ない「無関心期」，半年以内に行動を変えようと思っている「関心期」，近いうちに
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行動を変えようと思っている「準備期」，行動を変え始めた「実行期」，行動を変え

て半年以上が経過している「維持期」という５つのステージに分かれるというモデ

ルになります。今回の社会実験では，ウェルビーチェックを通しまして，圏域の住

民の方々が主にどこのステージに分布するのかといったことを把握したいと考えて

おります。 

もともとガバメントピッチの時点では，圏域の住民の健康づくりを「運動」とい

うテーマでアプローチするのはどうかというお話がありましたが，例えばそれは，

「準備期」あるいは「実行期」にある人たちに運動のセミナーを案内するというこ

とが有効でも，もしかしたら「無関心期」の人にはなかなか届きづらいということ

もありまして，今後どういった健康づくりを進めていくかは，このステージによっ

ても異なるため，まずは圏域住民のステージを把握することから始めて，そこに潜

む健康課題や，今後どういった取組を行うことが効果的かというところを分析する

ことを，今回目指していくということになっております。 

(3)の対象者に関しましてですが，ウェルビーチェックを回答していただく方とい

うことになりますが，こちらは圏域の住民の皆様といったことになります。 

(4)の実施期間，ウェルビーチェックを回答していただく期間になりますが，令和

６年９月９日から 10 月 31 日までの約２か月間を予定しております。 

続きまして，５ページ目に移ります。(5)の実施内容というところで，ウェルビー

社と連携した社会実験の細かい内容になっております。まずは，とにかく住民にウ

ェルビーチェックを行っていただくことが重要であるため，各自治体で周知を行っ

ていくというところです。 

ここで資料の１－２を御覧ください。こちらは各市町村でどういった周知が可能

かというものをまとめた資料になりまして，ここから少し各自治体様への御協力の

お願いも含めて御説明させていただきます。まず，ウェルビーチェックはＬＩＮＥ

のアプリになりますので，一番はやはり自治体の公式ＬＩＮＥを使った周知が大き

いかと思います。次に，広報紙について，調査した当時と少しスケジュールが変わ

ってしまったところがありますが，実施期間前かあるいは実施期間中に，可能な発

行号数で掲載をお願いしたいと思います。また，ポスターは８月下旬に完成予定な

ので，完成しましたら水戸市から各市町村に配布いたします。その後，庁舎ですと

か，自治体の健康増進施設といったところと，あとは協力可能な商業施設等に掲示

をお願いしたいと思います。 

資料１－２に一緒につけておりますカラーのものは，ポスターとチラシの初稿と

いうかラフ案になっております。イメージとしてはそのような形でございまして，

細かい内容に関しては，ウェルビー社と校正中になっております。 

そのほか，自治体内の職員への周知ですとか，商工会議所さんを通した従業員の

方々への周知，その他可能な範囲で周知をお願いしたいと思っております。この周

知に関しましては，各自治体の皆様にはもう少し詳しい周知の協力依頼というもの

を，協議会後にメールを送らせていただきたいと思いますので，よろしくお願いい

たします。 

こちらの周知を行いまして，次が，イの「WELL BE CHECK」の実施というとこ

ろになっております。少し細かい話になりますが，実は今でもウェルビーチェック
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というものは，ネットで検索するとアクセスができますし，チェックもできるとい

う状態になっております。ただし，それは一般用のものでありまして，今回はウェ

ルビー社のほうに，県央地域専用のものを作成してもらう予定です。チェックの質

問内容自体は同じですし，基本的にできることも同じですが，表示されるアンケー

トが専用のものになっていたり，この県央地域版のウェルビーチェックから行って

いただかないと，データの取得や分析ができなくなります。そのため，周知の段階

で，県央地域版専用のＵＲＬやＱＲコードを使用して，そこからリンクしてもらっ

てウェルビーチェックを行ってもらうという予定です。通常のウェルビーチェック

と，県央地域版で少し分けて，きちんとデータを取れるようにするというような考

えになっております。 

その後，ウとして実施結果の分析というところで，下に四角で囲っている箇所で

すけれど，市町村別，年齢別，性別といった形で，スコアをまとめていただこうか

と考えております。こちらは回答が終わった後にウェルビー社のほうで作業をして

いただくという予定です。 

(6)の費用につきまして，基本的にウェルビーチェックを行っていただく住民の

方々は無料で行うことができます。事務的に，本社会実験においての委託料として，

９市町村からウェルビー社に支払う金額としては約 20万円程度となっております。

本来ですと，ウェルビーチェックを自治体で行うと，システムの管理料ですとか，

コンサルの費用で数百万円単位で金額がかかるところなんですが，今年度は社会実

験というトライアルというところもありまして，特別にこの金額で実施していただ

けるということになっております。 

最後に，今後のスケジュール案についてになります。８月初旬，実施期間前から

実施期間中にかけて，ポスターの掲示ですとか広報紙ですとか，そういったところ

を使って周知を行います。９月から 10 月には，実際にウェルビーチェックを住民の

方々に行っていただくというターンになりまして，それが終わって，年内ぐらいで

結果の分析というものをウェルビー社のほうにお願いしたいと考えております。年

が明けまして，今後のその先に続く実証実験の内容の検討ですとか，あとは２月に

もう一度この茨城県央地域ウエルネス推進協議会を開催させていただきまして，そ

の時に，ウェルビーチェックを行った結果がどうだったのかといった報告ですとか，

さらにその次の年度以降にどういったことにつなげていくかといったものに関して，

御報告及びお諮りをしていただきたいと考えております。 

議題(1)のアについては以上になります。 

【会 長】　ありがとうございました。ただいまの内容につきまして，御質問，御意見等がご

ざいましたらお願いいたします。 

　　委員。 

【　　委員】　　　　　　　の　　です。ターゲットとするのは先ほどお話があったとおり，30

代，40 代ですね。最初それがなかったので，どのぐらいかなと思っていましたが，

非常に良い施策だと思います。健康日本 21 という国の政策で，いわゆる治療から予

防へというような形で，いろんな部分を進めていくということで，実際，予防とい

う点では各自治体が特定健診などをどんどん導入していますが，なかなか各自治体

とも受診率がほとんど平行状態で向上しないというところもありますよね。いわゆ
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る関心がない人も多いし，健康診断で何か病気が見つかったらやばいなと思う人も

いると思います。そういうところでこれは一つの，そういう未病の状態でもあるし，

また，場合によってはもうちょっと病気があるかもしれないよというのを，これで

判断していただけるのは非常に便利でいいなと思っています。 

ただ，これはちょっと私わからないのですけども，やはり今いろんなアプリケー

ションがいっぱいありまして，いろんなセキュリティとかそういう問題がすごくク

ローズアップされており，データがどんどん出てしまうとかということがあるんで

すけども，この登録に関しては，各個人が，例えば名前とか，生年月日とか，その辺

を入れるんでしょうか。それから，いわゆる登録するに際しては大抵そうですけど

も，いわゆる確認事項というのは，それに同意しないと進まないというのが結構あ

るんですけども，そういう体制をとってきちっと管理されるのかどうか，その辺を

ちょっとお聞かせください。 

【会 長】　ありがとうございます。セキュリティについて，何か事務局の方からございます

か。 

【事 務 局】　はい，ありがとうございます。本当に細かいところは今ウェルビー社とも確認し

ているところですけれども，原則として，住所とか生年月日とかを特に入れる必要

はないものになっております。もともとＬＩＮＥというものがあって，それの友達

登録みたいな形でするので，そこに改めて，住所や生年月日を入れなくて大丈夫で

す。あるとすれば，アンケートが最初にあるのですけれども，年代とか，性別とか，

今回は県央地域版ということなので，特別にお住まいを，水戸市，ひたちなか市，

笠間市というふうに市町村レベルでは選ぶようにはなりますが，さらに細かい情報

は取らないことになっています。あとは今確認中ですけれども，そのＬＩＮＥにも

ともと登録をしている情報といいますか，例えば電話番号とか，そこをどこまでウ

ェルビー社のほうで取得することがあり得るのか，基本的には必要がないはずなの

で取ることはないと思うのですけれども，そこは今確認中です。ただ，原則として，

個人が特定されるまでの情報というものは，特に市民の方々も心配はないようなシ

ステムになっていると思います。 

【　　委員】　ありがとうございます。どうしてもそういうところが不安な方も非常に多いと思

います。今やたらといろんなＳＮＳで介入されたり，無料だと言っていたのが，結

果的に有料だどうのに引っ張られて，危険に巻き込まれるということが非常に多発

しているので，その辺の安心感をきちんと与えていただければ，これはもう，行政

も一体になってやっていることだから大丈夫だなと。個人情報もその程度だから入

れることもないということになると，受け入れやすいのかなというふうに思います。

ありがとうございました。 

【会 長】　はい，　　委員どうぞ。 

【　　委員】　ひたちなか商工会議所の　　です。 

これサンプル数が勝負かなと思っているんですけども，事務局としてはどのぐら

いのサンプル数があれば，データとして有効と考えていますでしょうか。 

【事 務 局】　はい，ありがとうございます。ウェルビー社のほうから言われている最低限のサ

ンプル数，この数がないと分析ができないと言われているのが 300 です。ただ 300

はさすがに行くかなと思っておりまして，目指したいのは，3,000 ぐらいはいきたい
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と思っております。圏域の住民すべて合わせますと 70万人というところですが，一

番そのターゲットとしたいＬＩＮＥのアクティブユーザーというか，自治体公式Ｌ

ＩＮＥに登録しているユーザー数を合わせると，12 万ぐらいというところで，そこ

から数％やっていただくと数千という形になると思います。目指せ１万とは思いま

すが，実態としては 3,000 ぐらいはいきたいなと考えております。 

【　　委員】　興味のある方には届くと思いますが，無関心な方にも参加していただくような，

なにか面白い作戦があれば――よくあるのは，アプリですと，参加するだけでポイ

ントバックがあるようなのがつくと，別に興味がなくても，とりあえず入力してみ

るかぐらいの感じで参加できるのかなという。費用もかかるでしょうけども，そう

いったものもあるといいなと思っております。 

【事 務 局】　はい，ありがとうございます。実は，ポイントの部分に関してですけれども，今

もウェルビーチェックではポイントの機能がありまして，チェックを１回やると何

ポイントとか，あとはおみくじ機能みたいなのがありまして，そこで毎日引くと何

ポイントとかというのがあるんですけれども，それというのが，結構長いスパンで

チェックをしていかないと，あまりポイントが貯まらないものになりまして，最終

的にはポイントが貯まるとアマゾンギフト券 500 円などがもらえるのですけど，今

回の２か月という期間ですと，そこに至るまではなかなかいかないというところが

現実としてはあります。一応機能としてはありますが，今回は使えないというのと，

あとはその分の予算の部分がやや厳しいというところで，ポイント機能自体はある

んですけど，ほぼ使えないかなというところになっています。 

【会 長】　ほか，いかがでしょうか。　　委員。 

【　　委員】　　　　　　　　　の　　と申します。 

先ほどの説明で，これ料金が安いからウェルビー社と連携するということになり

ましたけれども，私たちが全体的に説明したり周知するのを，１社だけに固定して

しまってよろしいのかどうか，その辺ちょっと確認したいのですが。 

【会 長】　今回はウェルビー社に絞っていった経緯を簡単に説明していただけますと。 

【事 務 局】　はい，わかりました。まず，最初の経緯というところに関連するお話になります

が，まずはガバメントピッチというもので，オンライン上で約 300 の企業に対して

のプレゼンを行いました。それに対して，うちではこんなことができますよという

提案がまず 15社あったというところでございます。昨年度末に行った前回の協議会

で，その 15 社について簡単に説明させていただきましたが，実態としては，15 社提

案があった中でも，予算の関係ですとか現実的にできる・できないというところも

ありまして，そこから５社に絞られたんですね。そこで，５社と実際にどういう社

会実験ができるのか，あるいは料金がどれくらいでできるのか。現実的に実施が可

能か不可能なのかというところを確認するために，水戸市のほうが事務局を代表い

たしまして，それぞれの企業と面談を行いました。５社と面談して，予算的に厳し

かったり，規模が大きすぎるかなというところがありまして，最終的には選定され

て，結果残ったのが今回のウェルビー社ということになります。 

最終的に１社に絞られ，まずはそこの１社と今回やってみようというところがあ

りますので，今回はそのウェルビー社と社会実験を行うことを決定したというよう

な形でございます。 
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【会 長】　よろしいでしょうか。 

【　　委員】　その説明はよくわかっているのですけども，私たちがいろいろ説明したり，周知

したりするときに，ここの中では今説明があったから分かるのですが，実際にこの

ウェルビー社だけを宣伝して，何か問題とかが起きないのか，それがちょっと心配

なものですから，御質問しました。 

【会 長】　この会社について，宣伝するというよりは，この会社のアプリを使っていただい

て，データを集めていただいて，そのデータを県央地域で活用するというふうな，

そういったイメージでよろしいかなと思いますけれども。 

【　　委員】　それはわかるのですけども，結局，このウェルビー社という会社を皆さんに周知

するわけですよね。それで問題が起きたりしないのかなということをちょっと心配

しておりますので，その辺を御質問させていただいたのですけど。 

【会 長】　事務局のほうからございましたら。 

【事 務 局】　そうですね，例えばポスターのほうを御覧いただきますと，今回そのウェルビー

社のＣＭといいますか，完全にそういうわけではなくて，例えば，県央地域の皆様

へのお願いというようなことで，茨城県央地域とウェルビー社がタッグを組んで，

健康づくりに取り組むといったイメージでおります。そのため，この１社だけを特

別に取り立てて営業に協力をするといったものではなくて，共に社会実験を行って

いくパートナーとして打ち出しているところになりますので，１社特別に取り出し

て，そこだけひいきして何かを取り出したというわけではないので，そこに関して

は特に問題がないと捉えております。 

【　　委員】　はい。わかりました。ありがとうございました。 

【会 長】　　　委員。 

【　　委員】　　　　の　　と申します。 

ただいまの事務局の説明とか，とてもわかりやすくて，よくわかりました。それ

にとてもいい企画だと思っております。そのやり方のところで，ＬＩＮＥというお

話が出ましたが，一覧表を見ますと，城里町がＬＩＮＥ周知不可となっているので，

この場合どうしても，参加はしたいですけど，どんな形になるんでしょうか。ちょ

っとわかりませんので，お聞きしたいと思います。 

【事 務 局】　城里町さんは確か調査の段階では，公式のＬＩＮＥがないというようなお答えだ

ったと思うのですが，合っていますか。 

わかりました。基本的には，市町村が持っている公式のＬＩＮＥに登録をしてい

る住民の方々に対して，こういうチェックができますよとＵＲＬをそのまま連絡し

て，そこをタップするとそのままウェルビーチェックにつながるようにしようと思

っていますが，ただ，それがないからといって全くできないというわけではなくて，

今回ポスターもありますし，広報紙も，なるべくそれぞれの自治体さんに御協力い

ただこうかなと思っておりますので，そこから読み取ってチェックをするといった

ことも可能でございます。 

【　　委員】　参加自体は，個人の自由ということになるんでしょうか。 

【事 務 局】　はい。その認識です。絶対にやらなければいけないといったものではなく，あく

までもお願いといいますか，興味がある方々にぜひやってほしいというところがあ

ります。ただ，先ほどもお話ありましたように，回答をどれだけたくさん得られる
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かというところも勝負になりますので，そういったところでは周知のほうを頑張っ

ていきたいと考えております。 

【　　委員】　そうすると，結果は何人になるとかそういう予測はできないわけだと思います。

広報活動をやってみた結果が，何名ぐらいの参加者が出たっていうことに結果とし

てはなるわけですね。初めから何人募集しますとかということではないわけですね。 

【事 務 局】　おっしゃる通りです。 

【　　委員】　わかりました。ありがとうございました。 

【会 長】　おそらくスタートして，回答の人数を見ながら，もしかしたら伸びがちょっと悪

ければ，広報周知を再度するのかなと思っております。 

【事 務 局】　ちょっと補足させていただきますと，ＬＩＮＥでの周知もありまして，もし可能

であれば，複数回周知をかけたりしたいと考えております。また，今回そのＬＩＮ

Ｅという取組がそもそも有効なのかどうかも確認してみたいというところが目的の

一つとしてありまして，実は，ＬＩＮＥから入った人，チラシから入った人，広報

紙から入った人，ポスターから入った人といったように，どこの媒体から，ウェル

ビーチェックをやっているのかといったところもわかるようにしたいなと思ってお

ります。その結果として，実はやっぱりチラシとかポスターとかアナログな方法の

ほうが有効だったよねとか，あるいはやっぱりＬＩＮＥでやると，すごくたくさん

の人が参加してくれるよねとか，そういったところも，この社会実験の中で，数と

して出していきたいというふうに考えているところでございます。 

【会 長】　そういった基礎的なデータを取ることによって，今後の健康づくり推進のための

広報活動にも生かせるのかなというふうに思います。 

ほかに。はい。　　委員。 

【　　委員】　　　　　　　の　　です。これ，県央地域版ということで，使用参加期間が一応

決まっているということで，この参加してくださった方たちは，この期間が終わっ

たら，そのアプリはどうなるのでしょうか。 

【事 務 局】　そのまま使用できます。ただし，単純に我々のほうに入ってくるデータとしては

もうなくなるというか，その期間中のデータだけを取って分析をするのですけれど

も，ウェルビーチェック自体はそもそも一般用も今までもありますので，継続して

住民の方が使っていくということが可能です。 

【　　委員】　住民の方は，実証実験だと思わずに入ると思うので，そのまま使えるのだったら

そのほうがいいのかなと思ったのと，あとこの 50問というのが，結構多いかなとい

う感じもするんですけど，例えば 50問全部答えなかったら，もう全然データにもな

らないんでしょうか。 

【事 務 局】　はい。もし本人というか，住民サイドが自分でやってもらう時に，50問全部答え

ないと結果までは出ません。それを管理する我々側，その途中結果まで見られるの

か，カウントしないのかちょっとわからないのですけれども。 

【　　委員】　もう既存でやっているのが 50問だと思うので，その県央版だけ減らすとかという

のは難しいかもしれないですけど，50 問は大変かなとちょっと思いました。 

【事 務 局】　確かに，ややハードルがあるかなというところなんですけど，実際にそのチェッ

クをしていくと，自分がやってみたら３分ぐらいで一応は終わりましたが，ただ，

それでも３分はかかるかなというところになります。そこはちょっとややハードル
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があるかもしれないです。 

【会 長】　ほかはいかがでしょうか。よろしいでしょうか。また何かございましたら，後ほ

ど時間がございますので，そちらで御意見，御質問等いただければと思います。 

本件につきましては，ＬＩＮＥを使って個人が手軽に参加できる，今年度新規の

社会実験となります。なるべく多くの方に参加してもらえるように，各自治体の皆

さんにおかれましては，広報媒体等を通じて，住民の方への周知をお願いいたしま

す。委員の皆様方におかれましても，ぜひ周知ですとか御参加について，御協力く

ださいますようよろしくお願いいたします。 

それでは次の議題に移らせていただきます。 

イ，スポーツ・健康フェスティバルにおける社会実験について，事務局から説明

をお願いいたします。 

【事 務 局】　それでは，スポーツ・健康フェスティバルにおける社会実験について，御説明さ

せていただきます。右上に資料２と書かれたものを御覧ください。 

本件につきましては，昨年度に引き続き実施するものでございます。 

まず，１の令和６年度スポーツ・健康フェスティバルについてですが，(1) 日時

としまして，令和７年１月 19 日の日曜日，時間は午前 10 時から午後３時までを予

定しております。 

(2) 会場ですが，昨年と同様，アダストリアみとアリーナで行います。 

(3) 内容になりますが，まず，メインアリーナで，ＳＯＭＰＯボールゲームフェ

スタというイベントが同時開催しておりまして，スポーツ・健康フェスティバルに

ついては，２つ目，３つ目の丸の内容になっています。まず，アクティビティコン

テンツとしまして，サブアリーナでストラックアウトや輪投げ，ボッチャなど，体

を動かす企画が開催しておりまして，ロビーで行います健康コンテンツの中で，昨

年同様に，社会実験として実施していきたいと考えております。 

２の社会実験についてですが，現在いくつかの企業さんと調整をしているところ

でして，こちらには，現在確定しているもののみ記載しております。 

株式会社ジャパンヘルスケアによる，足の健康診断になりますが，こちらも昨年

に引き続き，行っていただくものになります。内容としましては，まず問診票を記

入していただいて，その後，理学療法士，義肢装具士などが機器を使って足健診を

実施します。健診結果をその場で参加者に渡し，足の健康状態についてアドバイス

を行います。その後，別途相談が必要な方に対しては，水戸協同病院の協力により

まして，医師との相談窓口を設けて，必要があれば医療機関への受診を促すもので

ございます。 

今年度は，その健診とは別に，足の３Ｄスキャンの実施を予定しておりまして，

その実際の内容や運用の仕方については，現在，企業と調整しているところです。 

参考としまして，昨年の様子の写真と，実績を記載しております。 

今後につきましては，これ以外の社会実験の内容や，実際のイベントのチラシな

どができ次第，委員の皆様や，各自治体の皆様のほうにお知らせしたいと思います

ので，御承知おきをお願いいたします。説明は以上です。 

【会 長】　ありがとうございました。昨年，足の健康診断については大変好評で，だいぶ待

ち時間もあったということで，今のうちからもスムーズに流れるように調整を進め
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ているというふうなお話です。 

もし差し支えなければ，こういったところと交渉しているということを，可能な

範囲でよろしいので，もし何かございましたらお願いします。 

【事 務 局】　はい。現在もう１社交渉しているところが，昨年のガバメントピッチの中でも提

案していただいた歯っぴー株式会社という会社になりまして，アプリを使って，歯

の様子を写真で撮って，それでその方の歯の状態を医師の目で見たらこういう状態

ですという結果が表示されるというものを作っている会社です。 

実際それを，このフェスティバルの中でどのように実施するかというのは，調整

しているところなので具体的にはまだ決まっていませんが，今のところはそちらの

会社のほうも予定しています。 

【会 長】　そちらも大変興味がある内容かなというふうに思います。委員の皆様から何か御

質問，御意見等がございましたら，よろしくお願いいたします。いかがでしょうか。 

日程も決まっておりまして，来年の１月 19日になるのですけれども，申し訳ない

ですが，私はもうこの日が入試と決まっておりまして，昨年度というか，今年も参

加できなかったですけれども，来年も参加できないので，ぜひ委員の皆様方，御都

合がつく方は参加していただいて，様子ですとか，御感想などを次回お聞かせいた

だければと思います。 

よろしいでしょうか。それでは，事務局のほうから今後の予定等について御説明

をお願いいたします。 

【事 務 局】　はい。事務局になります。ちょっと御紹介が漏れていたものがありまして，参考

資料２というところで，一つウェルビー社のプレス案というものをつけさせていた

だいております。周知は我々のほうでも当然行う一方で，ウェルビー社の方でもリ

リースという形で，茨城県央地域とやっていきますよということを打ち出していく

といったものになります。そのため，そちらのホームページにもこのような文言が

掲載される予定ですという参考の資料になってございます。 

次回の協議会に関しましては，来年の２月頃を予定しております。先ほど御説明

させていただきました，ウェルビー社との社会実験と，スポーツ・健康フェスティ

バルの社会実験の両方の結果が取りまとまっている時期かと思いますので，両方御

報告させていただくとともに，今後の方針についてお諮りいただければと考えてお

ります。 

事務局からは以上になります。 

【会 長】　ありがとうございました。委員の先生方から何か，前のこのウェルビー社との社

会実験も含めて，何かございませんでしょうか。　　委員。 

【　　委員】　ウェルビー社の件で，これはすごく良い仕組みだと思いますので，実際やった人

は，結果的なものも見えるわけですよね。トータルスコアとか体と心のバランス，

そういうところが，人によっては，「俺ちょっとあれなのかな」と。そういうもの

を，なるべくなら特定健診につなげられないかと考えます。社会保険の方はたぶん

会社単位でかなり健康診断をやられていますが，国保の方は非常に，先ほど言った

ように受診率が低いですよね。これをやったことによって，何か使った人が「あぁ

どうしよう」と思ったときに，例えば，市の特定健診なども御利用くださいみたい

な感じで持っていけないのかなというふうにちょっと思います。 
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【会 長】　そういったフィードバックについて，何かお話はありますでしょうか。 

【事 務 局】　はい。ウェルビーチェック自体の中で，そこまでつなげることはやや難しいかな

と思いますが，もし可能であれば，ウェルビーチェックをやっていただくその期間

の中で，例えばその特定健診もやっていますよとか，そういった周知が，可能な範

囲になりますが一緒にできればいいなと考えております。または，ウェルビーチェ

ックを実際にやってみて，その結果が出て，来年度以降にさらにそのような周知を，

特に無関心がやっぱり多いよねと，数としてこう出たよというようになれば，それ

に合った健診のアプローチですとか，そのようなものを今後考えていくことができ

るかなと考えております。 

【　　委員】　ありがとうございました。 

【会 長】　いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

それでは，次回は，来年２月頃の開催を予定しておりますので，よろしくお願い

いたします。 

また，本日の内容にかかわらず，御不明な点や御意見等がございましたら，事務

局まで御連絡いただけるようお願いいたします。 

それでは，私の進行はここまでとさせていただき，事務局にお返ししたいと思い

ます。委員の皆様方には，会議の円滑な運営に御協力いただきまして，ありがとう

ございました。 

【事 務 局】　　　会長，ありがとうございました。 

それでは，皆様長時間にわたって御審議いただきまして，ありがとうございまし

た。以上をもちまして，令和６年度第１回茨城県央地域ウエルネス推進協議会を終

了させていただきます。本日は，ありがとうございました。


